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事業に取り組んだ経緯・背景
当社は主に、回転寿司店舗向け寿司コンベアや
注文品搬送装置「オートウェイター」（以下AW）
等を生産している。事業実施当時、外食産業は深
刻な人手不足によりAW需要が高まっていたため、
回転寿司のみならずラーメン店や焼き肉店等、様々
な外食業種からの需要があった。AWは、少ない
人員で店舗運営できる非常に魅力的な機械として
高い評価をいただいていた。しかし、AWの部品
は種類・数量が多く、形状も複雑なため機械加工
に時間を要したため、今後予想される受注に対応
していくには現状の生産プロセスでは限界があっ
た。

事業内容
・現行生産プロセスの課題
AWの部品は板金製作が多く、小さなセンサー
ブラケットから客席側ユニットベースのような
大きなものまで多様である。それぞれの部品に
は固定のための長穴やタップの下穴が数多く、
複雑な形状もあるので、それぞれの加工機械の
場所に移動して行っている。従って移動時間や
段取りに多くの時間がかかり、また加工した部
品を別工場へ運んで組み立てる際にも時間ロス
が発生していた。

・課題の解決方法
目的
川北工場をAW生産の専用工場とし、生産から
出荷まで一元化することにより生産性を向上さ

せ、生産コスト面での競争力強化を図った。
手段
上記目的を達成するために川北工場に新たに
レーザー切断機を導入し、AWの部品生産を行
い、加工時間を大幅に減らしていく。導入した
レーザー切断機は複雑な形状の切断・穴あけ・
切り欠きの能力に優れており、一か所で多くの
加工を完了させることができた。また、レーザー
による切断時間は現行の切断より大幅な時間削
減となった。部品製作から組立・出荷まで一元
化することで、これまでの工場間の運搬が不要
になった。

事業の成果
・�一つの工場で生産を一元化することにより、工
場間の部品搬送・組立品搬送の必要がなく、リー
ドタイムが短くなることで競争力強化を実現で
きた。
・�図面情報のデータ化の結果、情報伝達のスピー
ドアップおよびレーザー切断加工機へのデータ
入力も容易になり、大幅な作業時間短縮ができ
た。
・�当社 AWは省力化機器として継続して高い評
価を受け、人手不足の外食産業より強く求めら
れるようになり、今後の進展が期待できる。

事業の現在の状況
・�現在も川北工場ではレーザー切断機を使用して
おり、AW製作にはなくてはならない生産機械
となって稼働している。
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導入機械装置「レーザー加工機　LC-1212 αⅤ」　

［得意分野］
回転寿司コンベア及び周辺機器

［主要取引先］
あきんどスシロー、ゼンショーホールディングス、
カッパクリエイト

［商品］
寿司コンベアシステム、周辺機器（寿司握り機、
皿洗浄機等）、焼成機（ガス、遠赤外線）製造、
食品加工機械の製造（温泉卵の製造装置等）

［代表者からの一言］
食に対するニーズはますます多様化しています。石
野グループでは、創業から続く愚直なものづくりの
志に半世紀を超
えて蓄積された
ノウハウを重ね、
お客様とともに
新たな価値に挑
戦していきます。
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